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菊池市は、熊本県の北東部に位置し、日本名水
百選の菊池渓谷に代表される豊かな自然環境と、
市名に名を残す菊池一族から受け継いだ歴史と伝
統・文化が残るまちです。
豊かな自然を活かした農林畜産業を基幹産業と

し、食味ランキングで９年連続特Ａを受賞した七
城米をはじめメロン、水田ごぼう、旭志牛などが
ブランド化されています。
また、日本の名湯百選の菊池温泉は無色・無味

無臭の大変なめらかな泉質で、湯上りには、肌が
しっとりスベスベになり「美肌の湯」といわれて
います。

菊池市データ

人口 面積
菊池市 48,167人 276.66㎢

（旧菊池市） 23,911人 182.60㎢

（旧七城町） 5,172人 20.50㎢

（旧旭志村） 4,562人 46.59㎢

（旧泗水町） 14,522人 26.97㎢

※平成27年度国勢調査確定値

菊池市について
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平成22年地域公共交通活性化・再生優良団体大臣表彰受賞
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○ 市街地における交通網の整備

東京の地下鉄のような、市街地と郊外地
を結ぶ路線バスが放射状に運行されていた。

山手線のような、市街地をめぐる環状線
はなかった。

市街地住民の１次交通、市街地に来られた
方の２次交通が必要！！

そこで・・・

市街地を巡回するコミュニティーバス
の発想が！！！

市街地

郊外地

補助金運行路線バス

交通体系見直しのきっかけ・・・
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（導入前） （導入後）

市街地

郊 外

補助金運行路線バス

タクシー

市街地

郊 外

巡回バスべんりカー

あいのりタクシー

線 線

面

発
想
の
転
換

※路線バスは廃止

バスとタクシーの住み分けの転換

発想の転換による新しい交通体系の誕生
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市街地巡回バス

きくちべんりカー
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・運賃 ： １乗車１００円（子ども･身体障がい者５０円）
・総延長 ： ２１.１０ｋｍ（H24.10路線変更）
・停留所数 ： ４９ヶ所
・１周の時間 ： ８５分（赤・緑）
・停留所時刻 ： １時間３０分間隔
・運休日 ： 日曜･祝日･振替休日および年末年始(12/31～1/2）
・運行事業者 ： 熊本電気鉄道株式会社
・運行形態 ： 道路運送法４条の乗合
・運行車輌 ： 小型バス（乗車定員２９名以下）

きくちべんりカーの運行状況
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べんりカー利用者数の状況①
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べんりカー利用者数の状況②

10



べんりカー運行補助額の推移

これだけの利用率があっても、年間600万円超の運行補助が発生しています。
やはり、田舎の地方都市においては、コミュニティバス事業の赤字は否めません・・・
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デマンドタクシー

きくちあいのりタクシー
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①「水源地域線」 平成１８年１０月から運行開始

②「龍門地域線」 平成１８年１０月から運行開始

③「泗水西部地域線」 平成２０年４月から運行開始

④「泗水東部地域線」 平成２１年１０月から運行開始

⑤「旭志東部地域線」 平成２３年４月から運行開始

⑥「七城地域線」 平成２８年４月から運行開始

※ 「水源地域線」、「龍門地域線」の原型である「路線バス旧原線沿線およ
びその延長地域線」、 「小木地区および迫間地域の一部地域線」は、平成

１６年８月から運行開始

きくちあいのりタクシー
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 自宅から目的地の玄関まで、ドアtoドアの対応。

 １日の運行は、最大３往復。

 予約が無ければ運行しません。

 予約に応じて、車輌を小型とジャンボで使い分けます。

 初期投資、および維持費用不要。

 市の財政負担が1/3以下に減少しました。

 国・県の補助事業、コンサルタントは入れていません。

 借り上げ方式でなく、メーター運賃方式です。

 毎日１日中運行でなく、週５日時間帯設定運行です。

きくちあいのりタクシーの特徴
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きくちあいのりタクシーの利用状況①
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きくちあいのりタクシーの利用状況②
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きくちあいのりタクシー補助金の推移
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＊ 主要観光地への交通手段として運行。
＊ 土曜・日曜・祝日・振替休日・ＧＷのみの運行

※年末年始（12/9～1/3を除く）

○菊池渓谷線（８便４往復 片道９００円/人）
○竜門ダム線（６便３往復 片道６００円/人
○鞠智城線 （６便３往復 片道４００円/人）

観光あいのりタクシー
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担当者の思い ～入庁28年の新人担当者・・・・・～

公共交通会議？

地域間幹線系統？
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担当者の思い・・・ 異動後（７月くらいまで）

＊ 何から手をつけて良いか、何をどうしたら良いのか・・・
＊ 他の業務も掛け持っていて、ウェイトも大きい・・・
＊ 知識がない中、ほぼ一人で担当していて大きな不安がある・・・
＊ この事業にどのようなスタンスで取り組めばいいのか・・・
＊ 改善が必要なのに、ノウハウも含めて何をどうしたらいいのか・・・

さらに・・・

＊ 数年来継続して要望のあがっている懸案事項への対応・・・
＊ 路線バス廃止の話・・・・
など

「交通」「バス」など関連ワードを聞くと・・・

この先、本当に自分がやっていけるのか・・・
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担当者の思い・・・

そんな新人担当者の不安が少しでもなくなるように・・・

運輸支局または県主催で、地域公共交通に関
する基本的な研修会の開催をお願いしたい。
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＊ 交通行政を推進する「実務担当者」としての「自覚」
＊ 今回の事例発表を契機に、公共交通の重要性に「気づく」
＊ 大切にしなければならない住民・利用者の声
＊ 「できることはやる！」という積極的な姿勢
＊ 難解な問題にあたったら、一人で悩まない
（運輸局・陸運支局・事業者などへの相談）

担当者の思い・・・ 今現在、そしてこれからの姿勢

地域公共交通の Keyperson
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地域公共交通は、進む高齢化・核家族化の社会の中で、ただ「人を運ぶ」だけで
はなく 、その地域で安心して生活するためになくてはならないもの。

今後、更にその役割は増していく。

「利用されなければ、公共交通は持続できるものではない」という意識を地域の
方々に理解していただき、利用者増につながるようなＰＲ・広報活動の展開。

おわりに・・・

べんりカーは、ほんなこて

「便利」カぁ～

行政・担当者の使命として取り組んでいきたい
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ご清聴ありがとうございました。

（日本の名水百選菊池渓谷）
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